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福島第一原子力発電所の汚染水処理で発生する水処理二次廃棄物に関して、実処理に適用可能な技術を抽出

する手法の構築に資するために、模擬スラリーを混合したアルカリ活性材料固化体に対して化学混和剤（減

水剤）を添加し、基礎特性を評価した。評価試験の概要および取得結果の一部を紹介する。 
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1. 緒言  

福島第一原子力発電所の汚染水処理で発生する ALPS スラリーは、主に炭酸塩スラリーと鉄共沈スラリーに

分けられる。これらのスラリー廃棄物を固化処理するために、アルカリ活性材料(AAM)が検討されている。

本研究では、AAM 母材粉体組成、スラリー廃棄物種類、AAM 混練溶液組成の組み合わせに対して有効な減

水剤を見出し、減水剤を使用する事で流動性や廃棄物充填率などの固化体性能を向上できるか検討した。 

2. 試験方法  

メタカオリンまたはメタカオリン-高炉スラグ微粉末混合物を AAM 母材粉体とした。水ガラス 1 号と NaOH

と純水を混合して AAM 混練溶液とした。市販品から代表的な減水剤を選定し、純水と混合して溶液とした。

炭酸塩スラリー模擬粉末(CS)または鉄共沈スラリー模擬粉末(IS)を AAM 母材に混合し、AAM 混練溶液と減

水剤水溶液を加えてペーストを作製した。ペーストの流動性、硬化の始発時間と終結時間、7 日圧縮強さを測

定した。減水剤の有効成分の添加量は、母材と廃棄物模擬粉末の合計質量に対し 1 mass%とした。 

3. 結果 

メタカオリンを母材として CS を固化する際に

混練溶液のケイ酸と Na の濃度を変化させつつ、

減水剤の有無で流動性を比較すると、減水剤の

効果は混練溶液の組成に著しく依存した（表 1）。

減水効果が見られた液相濃度で減水剤を用いた

際は、減水剤無添加時よりも流動性と CS 充填

率を増大させた固化体の作製が可能となった。 
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混練溶液組成 

(Si,Na) 

[mol/L] 

減水剤の種類と添加時の効果 

(流動性増大〇、変化無し△、流動性低下×) 

リグニン 

スルホン酸系 

ナフタレン 

スルホン酸系 

メラミン 

スルホン酸系 

(1.97, 4.94) 〇 〇 〇 

(4.00, 6.00) △ 〇 〇 

(2.50, 10.0) × × △ 

(4.00, 10.0) × × ×(急結) 

表 1 メタカオリン+CS 系 AAM における減水剤の効果 
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